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人
事
院
は
８
月
８
日
、
２
０
０
７
年
度

の
国
家
公
務
員
の
賃
金
に
つ
い
て
、
月
例

給
を
０
・
35
％
（
１
３
５
２
円
）、
期
末

・
勤
勉
手
当
（
現
行
は
年
４
・
45
ヵ
月
）

を
０
・
05
ヵ
月
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
よ

う
国
会
と
内
閣
に
勧
告
し
ま
し
た
。
月
例

給
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
１
年
に
、
０
・

08
％
の
引
上
げ
勧
告
を
お
こ
な
っ
て
以
来

の
ベ
ア
勧
告
で
、
俸
給
表
の
改
善
見
直
し

は
８
年
ぶ
り
、
年
収
ベ
ー
ス
で
も
１
９
９

８
年
勧
告
以
来
９
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
と
な

り
ま
す
。
勧
告
は
、
給
料
表
改
定
を
初
任

給
周
辺
に
と
ど
め
た
こ
と
、
一
時
金
に
つ

い
て
、
成
績
率
反
映
部
分
の
引
き
上
げ
と

い
う
「
能
力
・
成
果
主
義
」
型
の
制
度
改

定
を
お
こ
な
っ
た
点
な
ど
が
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
治
労
連
・
大
阪
自
治
労
連
は
、
財
界

の
一
律
ベ
ア
拒
否
、
政
府
の
「
総
人
件
費

削
減
」
方
針
の
も
と
で
、「
貧
困
と
格
差
の

是
正
」
を
掲
げ
、
最
賃
の
大
幅
改
善
な
ど

国
民
共
同
の
運
動
を
全
国
各
地
で
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
夏
季
闘
争
で

は
公
務
労
組
連
絡
会
に
結
集
し
、
２
回
に

わ
た
る
中
央
行
動
、
昨
年
を
上
回
る
10
万

筆
を
超
え
る
公
務
員
賃
金
改
善
署
名
な
ど

全
力
を
挙
げ
て
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

　

初
任
給
部
分
と
は
い
え
給
料
表
改
定
を

含
む
９
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
勧
告
は
、
全
労

連
、
公
務
労
組
連
を
は
じ
め
と
し
た
全
国

各
地
の
官
民
共
同
の
闘
い
を
力
に
切
り
開

い
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
２
０
０
７
年
勧
告
は
、
私
た
ち

の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
強

行
し
た
「
企
業
規
模
１
０
０
人
以
上
か
ら

50
人
以
上
」へ
の「
官
民
比
較
の
対
象
企
業

規
模
の
見
直
し
」
を
踏
襲
し
ま
し
た
。
官

民
比
較
対
象
を
「
企
業
規
模
１
０
０
人
以

上
」
に
戻
す
こ
と
を
強
く
要
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
勧
告
で
は
、
住
居
手
当
の
持
ち

家
（
国
公
の
現
行
２
５
０
０
円
／
月
、
新

築
５
年
間
）
の
廃
止
を
含
め
見
直
す
と
し

て
い
る
こ
と
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
生
活
実
態
や
民
間
企
業

（
資
本
金
５
億
、
１
０
０
０
人
以
上
）
の

持
ち
家
手
当
が
１
万
３
９
０
０
円
／
月

（
平
均
、
中
労
委
の
04
年
「
賃
金
事
情
調

査
」）
と
い
う
状
況
を
不
当
に
無
視
す
る

も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
勤
務
時
間
短
縮
に

つ
い
て
、
今
年
度
の
勧
告
を
見
送
っ
た
こ
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門
真
市
は
、
市
の
基
本
計
画

で
市
立
保
育
所
に
つ
い
て
「
公

民
の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、

市
立
保
育
所
の
一
部
を
民
営
化

し
、
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
で
速
や
か
な
対
応
を
す

る
。
残
る
市
立
保
育
所
を
、
地

域
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
な

ど
の
役
割
に
重
点
化
。
民
営
化

は
単
に
コ
ス
ト
の
削
減
の
み
で

な
く
、
市
立
・
私
立
保
育
所
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮

し
、
市
全
体
の
保
育
水
準
を
高

め
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
環
境

を
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
す
る
」
と
、
民
営
化
計
画
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
に
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
、
７
保
育
所
の
う
ち
の

４
保
育
所
を
民
営
化
す
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
に
行
わ
れ
た
市
当

局
と
門
真
保
育
運
動
連
絡
会
と

の
懇
談
会
で
は
、
80
人
の
保
護

者
が
参
加
し
、
市
に
対
し
て
要

望
や
意
見
を
だ
し
ま
し
た
。
保

護
者
か
ら
の
「
な
ぜ
４
カ
所
も

一
度
に
民
営
化
す
る
の
か
」

「
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
な

ぜ
要
望
の
高
い
病
後
児
保
育
が

な
い
の
か
」「
新
し
く
運
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
は
保
護
者
の

要
望
が
反
映
さ
れ
る
の
か
」
な

ど
多
く
の
要
望
に
対
し
て
、「
計

画
案
だ
か
ら
変
更
は
で
き
る
」

と
い
う
市
側
の
説
明
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
変
更
不

可
能
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
、
保
護
者
か
ら
「
こ
ん
な

ひ
ど
い
民
営
化
の
や
り
か
た
は

許
せ
な
い
」
と
怒
り
の
声
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
起
こ
り
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
の
夕
刻
か
ら
は
、

門
真
保
育
運
動
連
絡
会
、
門
真

市
職
労
・
保
育
所
支
部
な
ど
で

市
役
所
前
で
ビ
ラ
宣
伝
を
行

い
、「
公
立
保
育
園
の
民
営
化

反
対
！
決
起
集
会
」
が
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
す
べ
て

の
保
育
所
か
ら
組
合
員
や
ア
ル

バ
イ
ト
職
員
、
子
ど
も
を
連
れ

た
各
園
の
保
護
者
、
保
育
関
係

者
な
ど
２
０
０
人
が
、
手
作
り

の
プ
ラ
カ
ー
ド
、
お
面
、
横
断

幕
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
大
阪
自
治
労
連
の
宣

伝
カ
ー
も
役
員
と
い
っ
し
ょ
に

支
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
民
営
化
の
対
象

に
な
っ
た
４
つ
の
保
育
所
か

ら
、
保
育
士
や
保
護
者
の
立
場

か
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
怒
り
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。「
行
政
の

財
政
難
の
ツ
ケ
を
子
ど
も
に
ま

わ
さ
な
い
で
」「
公
立
の
保
育

所
を
選
ん
で
入
園
し
た
の
に
、

な
ん
で
民
営
化
に
」
と
涙
な
が

ら
で
訴
え
る
保
護
者
の
姿
も
あ

り
ま
し
た
。
民
営
化
の
計
画
に

な
い
保
育
所
か
ら
も
「
保
育
の

要
望
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
保
護

者
の
要
求
を
と
り
あ
げ
て
ほ
し

い
」「
市
の
ま
っ
た
く
一
方
的

な
や
り
か
た
は
許
せ
な
い
」
の

声
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
今
後
、
市
長
に

向
け
て
の
「
ひ
と
こ
と
ハ
ガ
キ

運
動
」「
民
営
化
反
対
要
請
Ｆ

Ａ
Ｘ
」
な
ど
の
と
り
く
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

13ここに闘いあり
子どもたちを犠牲にする民営化はやめて

シ リ ー ズ ２
０
０
７
年　
人
事
院
勧
告

●官民較差0.35％（1,352円）
●初任給1.2％引き上げ
●給料表、若手部分の一部のみ改定
●勤務時間短縮今年度見送り
●勤勉手当0.05月増・査定原資に６割
●扶養「子等」手当500円増
●住居持ち家手当廃止含め見直し
●非正規職員の適切な給与の検討

２
０
０
７
年
の

人
事
院
勧
告
の
内
容

と
は
不
当
で
す
。
民
間
調
査
結
果
は
一
貫

し
て
「
一
日
15
分
」
短
縮
の
必
要
性
を
示

し
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
短
縮
は
切
実
な

要
求
で
あ
り
、
時
短
の
即
時
実
施
を
求
め

ま
す
。

　

政
府
は
「
骨
太
方
針
２
０
０
７
」
で
、

消
費
税
の
増
税
、
社
会
保
障
改
悪
な
ど
国

民
に
痛
み
を
押
し
付
け
る
悪
政
の
「
地
な

ら
し
」と
し
て
、２
・
６
兆
円
を
越
え
る
公

務
員
の
「
総
人
件
費
の
削
減
」
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
勧
告
は
、
政
府
・
財
界
の

賃
下
げ
攻
撃
に
追
随
し
、
意
図
的
に
賃
金

抑
制
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、「
労
働
基

本
権
の
代
償
・
公
正
な
第
三
者
機
関
」
と

し
て
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
抑
制
、総
人
件
費
削
減

を
は
ね
か
え
そ
う

　

２
０
０
７
年
人
事
院
勧
告
を
前
に
し

て
、
夏
真
っ
盛
り
の
７
月
23
日
、
大
阪

市
福
島
区
に
あ
る
人
事
院
近
畿
事
務
局

前
で
、
大
阪
労
連
、
近
畿
公
務
共
闘
な

ど
の
主
催
で
、「
官
民
共
同
総
行
動
」

を
行
い
ま
し
た
。
近
畿
各
地
か
ら
３
０

０
人
を
超
え
る
公
務
労
働
者
、
民
間
労

働
者
が
集
ま
り
、
集
会
と
交
渉
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
宣
伝
カ
ー
に
は
近
畿

６
府
県
か
ら
駆
け
つ
け
た
各
公
務
共
闘

の
仲
間
が
、
初
任
給
改
善
、
最
賃
引
き

上
げ
、
賃
金
改
善
、
非
常
勤
職
員
の
待

遇
改
善
、
労
働
時
間
短
縮
な
ど
の
要
求

を
訴
え
ま
し
た
。「
真
夏
の
暑
さ
に
負

け
な
い
で
」
と
、
地
元
の
福
島
民
主
商

工
会
が
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
お
茶

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
参
加
者
に
差
し
入

れ
、
激
励
と
連
帯
の
エ
ー
ル
を
お
く
り

ま
し
た
。
宣
伝
カ
ー
で
は
、
マ
イ
ク
を

握
っ
た
参
加
者
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
、
た

た
か
い
と
行
動
の
決
意
が
語
ら
れ
、
兵

近
畿
６
府
県
か
ら

　
　

３
０
０
人
が
参
加

「
７・23
人
事
院
近
畿

事
務
局
包
囲
」

官
民
共
同
総
行
動

庫
県
国
公
か
ら
は
「
護
憲
ラ
イ
ダ
ー
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
訴
え
ま
し
た
。

人
事
院
近
畿
事
務
局
に
対
す
る
交
渉
も

同
時
に
並
行
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

門真市役所前での集会には保育士や保護者がいっぱい

とりくみを報告する府職
労の平井賢治さん　　　

人事院に声を届ける大阪の仲間

公務労組連の第２次中央行動（７／25）

保護者も子どもといっしょに参加

門
真
市
の
保
育
所
民
営
化
計
画
に
反
対
し

労
働
組
合
、
保
護
者
が
立
ち
上
が
る


